ない の だ。 そして 町の 性格 を その 鼻唄が 決定して ゐた _ 

徳川 幕府 三百 年の 鎖国政策が 解かれ、 文明開化の 奔 

流 を 導く ための 五つの 貿易港が 定められた。 神奈 川. 

兵 庫 • 長 崎 • 函館 そして 新 潟の 五 港だった。 安政 年間 

のこと であった。 港内 測量の ため 異国の 火 輪 船が はじ 

きゃしゃ 

めて 新 潟 港外に 悪魔 的な 花 車な 姿 を 現した とき、 この 

虚無的な 港 巿には 未曾有の 異変に 当る ベ き 武人 も 武器 

も 持たなかった。 警備の 武士 は 新 発 田 藩から 龃 けつけ 

たが、 街角 を 右往左往の 警備の 武士 を 見る ことに 怯え 

きった 町民 達 は、 白昼から 窓を閉 して 暗ら がりの 中に 

ひれふして ゐた。 列国の 領事館が 立ち はじめた。 因循 



らう、 と。 そのほかに 道はなかった。 すると^も すで 

に 救 ひ を 受けた やうな 安堵に み ちた 清々 しさが 流れて 

きた。 いちは かねて 教へを 受けた 宣教師 ブレルス 

フォ ー ドを 訪れた。 神 を 道具に 使 ふ 暗 さも、 自ら を憐 

れむ 惨め さもい ちの 意識 を 汚さなかった が、 はりつめ 

た 決意 を 語る うちに 自然に 眩暈が 起きて ゐた。 語りな 

がら、 幼年の 最初の ねむり を 知る ものの やうな、 意識 

の 次第に 喪失す る 妖しい 過程 を、 むしろ 安らかな もの 

に 感じた。 

文明開化 を 謳歌す る その かみの 一 通人 も、 感情 生活 

の 機微に 於て は 孔孟 を遠距 かる こと 五十 歩の 百 歩で あ 



翌日だった。 虚無 家 は 大金 を 懐中に 秘め、 なにげない 

散歩の 態で ぶら りと 外 へ 出掛けた まま、 東京 へ 向けて 

出奔した。 彼 は 早稲 田へ 入学した。 尾 崎 紅葉が 同級 だ 

つた。 父 は どさくさに 疲れ果て、 この 出奔に 公許 を 与 

へねば ならなかった が、 左 門 は 人為の 卑小. 思想の 虚 

しさに 絶望した と 至極 大きな 眩き を洩 して、 卒業の 時 

も 待たずに 飄然 故郷 へ 帰って きた。 

宣教師 ブレルス フォ— ドは新 潟 巿中大 畑の 私宅の 一 

部に 英学塾 を ひらいて ゐた。 いちは 勘当 を 許されての 

ち、 ブレルス フォ— ドの 塾に 通 ひ、 まもなく 助 教師に 

抜擢され た。 二十 五を迎 へる まで、 いちの 理想と 神経 



木 卓 一は 厭世 港巿の 性格の ほかに、 母親の 傷つき やす 

い 夢の 狂躁 をう けて 生れた。 明治 三十 五 年 (西暦 一 九 

〇 二 年) だった。 

卓 一が 四 歳の 時であった。 父 雄 策 は 狂死した。 発狂 

は 死の 前年の ことだった。 後年 卓 一は 父の 発狂の 真相 

を 突きと めたい と 思った が、 遺伝 関係の 手 係り もな く、 

異国 時代の ジフィリス も その 確証が あがらなかった。 

人々 のせ はしな く 立 騒ぐ 黄昏れ どきに 家 を 脱け いで、 

さまよ 

野犬の やうに 路傍に 食 を あさりながら 彷徨った あげく、 

と ある 漁村の 砂丘の 襞に 行 倒れた 彼の 姿が 見出された 

とき は、 もはや 瀕死の 状態であった。 卓 一 の 記憶に 父 



と 本の間から 模様の 古風な トランプ がで てきた。 西洋 

の杲 があった。 誰の 使った 物 だら うか？ 打ち 開けて 

はならぬ 秘密の 深さが 隠されて でも ゐる やうな、 妖し 

い 絢の 句 ひもした。 父の 用 ひた 本であった とき かされ 

て、 少年 は 秘密の なさに 驚く のだった。 父の 本。 自分 

の 父。 - 」 ん な 身近 か に y J んな 秘密 や 妖し い 夢 を 焚き マ J 

めた 品が どうして 有りうる の だら うか？ 現に 母に は 

それに 通じる ひとつの 絢 も 見られな いのに。 母 も トラ 

ンプ をした の だら うか？ さう して 今 はどうして トラ 

ンプを しないの だら う？ そして 卓 一の 心の奥に、 現 

実の 母 はまった く 死滅し、 別の 然し まことの 母が ひそ 



かに 棲んで しまった ことに、 彼 は 冷めたい 罪悪 を 意識 

しながら 気附 いたのだった。 恐らく それ は 彼に はじめ 

て 開かれた 罪悪の 魅力に みちた 美し さだった。 そのと 

き 彼 は 母 を 殺した のであった。 

(附記) これ は 長篇の 書き だしの 一 小 部分に 

しか 過ぎず、 この 部分と しても 未定稿で はあり 

ますが、 「母 を 殺した 少年」 とい ふだけ の 意味で 

ならば 一 つの 纏ま リ があります ので、 間に合せ 

のい かもの を 書く より は、 と 存じた 次第です。 

乞 寛恕。 
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